家庭Ａ
第１題材指導計画「家族の一員としての私を見つめて」（全４時間）
	
	ねらい
	学習活動
	評価規準，指導・援助

	1 ②　ガイダンス
	小学校での学習を振り返り，中学校３年間の学習内容を知り，家庭の仕事と家族とのかかわりに気付き，自分と家庭の仕事の関わり方を見直し，よりよい家族関係を作ろうとすることができる。


	○小学校で学習した内容を振り返る。
○中学校家庭科で学習する内容を知る。


○自立度チェックをして，これからの学習に意欲的に取り組む見通しをもつ。
○家庭の仕事の内容を考える。

・自分や家族のためにどのようなことをしているのか考える。
○よりよい家族関係を作る工夫を考える。

・家庭でトラブルになりそうな場面について色々な立場で考える。



	・自分の生活を振り返らせ，これまで自分の支えになってくれた人々を思い出させる。
【協力・協働】
≪知識・技能≫

自分の生活と家族や家庭生活との関わりが分かり，自分の生活が家族の人々と協力・協働して成り立っていることに気付いている。


	3 家庭生活の機能（１年末）　④　家庭生活の機能（２年末）
	自分の成長を振り返り，これからの自分と家族との関わり方や，家族の互いの立場や役割について理解し，協力して家庭生活を営む必要があることに気付き，家族関係をよりよくするためにできることを実践しようとすることができる。
	○自分のまわりの家族を調べる。

・ビデオを見て，家庭でどんなことが行われているかを書き出す。


○家庭のはたらきを考える。

・具体的に問題となる場面を想定し，ロールプレイイングを考え発表する。

・役割をやってみて考えたこと，発表を見て考えたことを交流する。
○自分と家族の関係を考える。



	・生徒の生活の中で実際に起こりそうな場面を設定しロールプレイングさせる。
【協力・協働】
≪知識・技能≫

家族の互いの立場や役割が分かり，協力することによって家族関係をよりよくできることについて理解している。




家庭の仕事と自分の関わりを考えてみよう。








たくさんの家庭内の仕事がある。家族の中で自分も一員として，家族同士が支え合って協力し合うための工夫を考えなければならないと分かった。





自分と家族との関わりを振り返り，これからの家族関係を考えてみよう。





家庭や家族の機能は，自分も含めて家族全員が快適に生活するために必要であることやその保持のために工夫が必要なことが分かった。








